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普
通
自
動
車
免
許
取
得
目
指
し
て

レ
ポ
ー
ト
計
画
的
な
取
り
組
み
を

岩
沼
市
と
名
取
市

に
ま
た
が
る
仙
台
国
際

空
港
は
、
１
９
５
７
年

に
仙
台
飛
行
場
と
し
て

開
港
し
た
。
12
年
前
の

東
日
本
大
震
災
で
は
、

津
波
に
よ
り
滑
走
路
内
が
浸
水
す

る
と
い
っ
た
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
が
、
１
カ
月
後
に
は
民
間
空
港

と
し
て
の
営
業
を
再
開
し
た
。

本
学
は
全
国
各
地
か
ら
学
生
が

集
ま
る
た
め
、
仙
台
空
港
は
一
部

の
学
生
に
と
っ
て
、
帰
省
の
際
に

も
使
う
重
要
な
玄
関
口
で
あ
る
。

仙
台
空
港
は
現
在
、
札
幌
、
大

阪
、
福
岡
な
ど
の
都
市
間
を
国
内

線
が
つ
な
ぎ
、
国
際
線
は
中
国
、

韓
国
、
台
湾
と
い
っ
た
近
隣
国
を

中
心
に
定
期
便
が
運
航
さ
れ
て
い

る
。
国
際
線
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
一

部
路
線
の
運
航
を
取
り
や
め
て
い

た
が
、
今
年
の
初
め
か
ら
順
次
運

行
を
再
開
し
て
い
る
。

写
真
は
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

の
屋
上
展
望
デ
ッ
キ
「
ス
マ
イ
ル

テ
ラ
ス
」
か
ら
撮
影
し
た
。
撮
影

中
に
も
多
数
の
飛
行
機
の
離
着
陸

が
見
ら
れ
た
。
仙
台
空
港
に
は
、

仙
台
駅
か
ら
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス

線
を
使
っ
て
20
分
程
度
で
到
着

す
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
２
、３
階

に
は
飲
食
店
や
小
売
店
が
立
ち
並

び
、
旅
行
客
だ
け
で
は
な
く
、
陸

路
で
の
訪
問
客
も
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

冬
を
抜
け
て
、
春

が
来
た
。
東
北
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

は
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
て
い
る
。

今
は
桜
が
美
し
い

が
、
数
週
間
も
す

れ
ば
緑
が
生
い
茂

る
▼
サ
ク
ラ
サ
ク
。
受
験
合

格
の
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ

る
こ
の
言
葉
。
１
９
５
０
年

代
に
早
稲
田
大
が
受
験
生
に

合
格
を
伝
え
た「
合
格
電
報
」

が
起
源
と
い
わ
れ
る
。
本
学

の
合
格
電
報
の
文
面
は
「
ア

オ
バ
モ
ユ
ル
」。
東
北
の
厳

し
い
冬
を
越
え
、
芽
を
つ
け

る
。
桜
の
花
ほ
ど
華
や
か
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

力
強
さ
を
感
じ
る
フ
レ
ー
ズ

だ
。
学
生
歌
「
青
葉
も
ゆ
る

こ
の
み
ち
の
く
」
の
タ
イ
ト

ル
に
も
使
わ
れ
る
▼
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
「
青
葉
」
で
、
ひ

と
き
わ
目
を
引
く
の
が
メ
タ

セ
コ
イ
ア
だ
。
他
の
木
々
よ

り
も
背
が
高
く
、
き
れ
い
な

円
す
い
状
の
針
葉
樹
。
中
生

代
か
ら
存
在
し
、「
生
き
た

化
石
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
枝

が
多
少
切
れ
て
も
修
復
し
て

し
ま
う
そ
の
生
命
力
を
、
手

に
入
れ
た
い
も
の
だ
▼
し
た

た
か
で
、
し
ぶ
と
い
。
そ
ん

な
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
花
言
葉

は
「
楽
し
い
思
い
出
」。
大

学
生
活
に
ぴ
っ
た
り
の
木
で

は
な
い
か
。「
青
葉
も
ゆ
る

こ
の
み
ち
の
く
」
は
、「
未

来
あ
る
若
者
は
常
に
強
し
」

と
歌
う
。
緑
あ
ふ
れ
る
学
び

や
が
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
を

歓
迎
す
る
。
（
文
責
・
深
田
）

新
入
生
に
と
っ
て
最
初
の

壁
と
な
り
得
る
、
履
修
登
録

や
そ
の
他
シ
ス
テ
ム
へ
の
登

録
、
確
認
。
や
る
こ
と
が
多

く
、
複
雑
な
た
め
配
布
資
料

や
履
修
手
続
関
連
通
知
の
確

認
が
必
須
と
な
る
。

履
修
を
希
望
す
る
全
て
の
授

業
科
目
に
つ
い
て
履
修
登
録

を
一
度
確
定
し
、
学
務
情
報

シ
ス
テ
ム
で
の
登
録
を
完
了

す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。受

講
者
調
整
の
あ
る
科
目

は
、
初
回
授
業
な
ど
で
授
業

担
当
教
員
か
ら
指
示
が
あ
る

場
合
も
多
い
。
初
回
授
業
は

授
業
の
雰
囲
気
を
知
る
い
い

機
会
で
も
あ
る
た
め
受
講
を

迷
っ
て
い
る
場
合
は
と
り
あ

履
修
登
録
は
、
主
に
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
に
配
布

さ
れ
る
①
学
生
便
覧
②
授
業

時
間
割
表
③
全
学
教
育
科
目

履
修
の
手
引
―
の
三
つ
と
、

本
学
全
学
教
育
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
①

シ
ラ
バ
ス
②
授
業
実
施
方
法

一
覧
③
ク
ラ
ス
分
け
④
履
修

手
続
関
連
通
知
⑤
学
務
情
報

シ
ス
テ
ム
―
の
四
つ
、
そ
し

て
各
学
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
資
料
を
駆
使
し
て
行
っ
て

い
く
。

こ
れ
ら
を
見
な
が
ら
必
修

科
目
、
選
択
必
修
科
目
、
卒

業
ま
で
に
必
要
な
単
位
を
満

た
す
科
目
、
取
り
た
い
科
目

の
順
に
時
間
割
を
組
ん
で
い

く
の
が
セ
オ
リ
ー
。
も
ち
ろ

ん
、
取
り
た
い
授
業
が
被
る

こ
と
や
、
単
位
上
限
数
の
関

係
で
、
取
り
た
い
科
目
が
取

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

場
合
は
、
諦
め
る
し
か
な
い

が
、
毎
年
開
講
さ
れ
る
科
目

も
多
い
の
で
そ
の
こ
と
も
視

野
に
入
れ
つ
つ
時
間
割
を
作

成
す
る
と
良
い
。

受
講
者
へ
の
授
業
資
料
の

配
布
や
情
報
伝
達
に
は
、
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ

ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
／
Ｄ

Ｃ
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
が
使
わ
れ
る
。

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ

ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
の
各
授
業
ペ
ー

ジ
の
利
用
に
は
、
シ
ラ
バ
ス

や
授
業
実
施
方
法
一
覧
に
記

さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
コ
ー
ド

が
、
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
／
Ｄ
Ｃ
の
利

用
に
は
履
修
登
録
が
必
要
と

な
る
。
こ
れ
に
加
え
て
受
講

者
数
の
把
握
の
た
め
、
履
修

登
録
期
間
１
週
目
ま
で
に
、

内
の
所
定
の
場
所
で
そ
れ

ぞ
れ
企
画
を
行
う
。
内

容
は
団
体
に
よ
っ
て
異

な
り
、
部
員
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
簡
単
な

え
ず
出
席
し
て
み
る
と
よ

い
。
抽
選
な
ど
が
行
わ
れ
る

場
合
は
、
最
後
ま
で
当
該
科

目
を
履
修
す
る
意
思
が
あ
る

場
合
の
み
、
抽
選
に
参
加
す

る
よ
う
気
を
付
け
る
こ
と
。

本
学
学
生
に
配
布
さ
れ
る

各
種
Ｉ
Ｄ
や
番
号
、
ア
ド
レ

ス
の
確
認
や
、
パ
ス
ワ
ー
ド

の
設
定
も
、
種
類
が
多
い
た

め
に
混
乱
の
も
と
と
な
り
や

す
い
。
特
に
重
要
な
も
の
は

①
東
北
大
Ｉ
Ｄ
②
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
ｐ
ａ
ｃ

ｅ
用
Ｉ
Ｄ
③
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ

ｏ
ｆ
ｔ
３
６
５
用
Ｉ
Ｄ
④
サ

ブ
Ｉ
Ｄ
⑤
学
籍
番
号
―
の

五
つ
。

東
北
大
Ｉ
Ｄ
は
東
北
大

ポ
ー
タ
ル
や
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
／
Ｄ

Ｃ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
た
め
に

使
用
さ
れ
る
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

用
Ｉ
Ｄ
は
Ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
や
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ

ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
の
に
使
わ
れ
、
大
学
公
式

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
Ｄ
Ｃ

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
）
で
も
あ
る
。
Ｍ

ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
３
６
５

用
Ｉ
Ｄ
は
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
や
Ｏ

ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
３
６
５
な
ど
の

使
用
に
、
サ
ブ
Ｉ
Ｄ
は
学
内

で
使
え
る
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
ｅ

ｄ
ｕ
ｒ
ｏ
ａ
ｍ
の
使
用
に
、

学
籍
番
号
は
学
校
の
パ
ソ
コ

ン
の
ロ
グ
イ
ン
な
ど
に
使
わ

れ
る
。　
　
　
（
近
藤
柾
宏
）

本
学
に
お
い
て
、
課
外
活

動
を
行
う
団
体
で
構
成
さ
れ

る
組
織
の
こ
と
を「
学
友
会
」

と
い
う
。学
友
会
は
総
務
部
、

文
化
部
、
体
育
部
、
報
道
部

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
文
化
部

と
体
育
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
常

任
委
員
会
が
置
か
れ
、
文
化

系
団
体
や
体
育
系
団
体
の
活

動
を
統
括
、
支
援
す
る
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

文
化
部
と
体
育
部
は
そ
れ

ぞ
れ
、
正
規
加
盟
団
体
、
準

加
盟
団
体
、
登
録
団
体
の
三

つ
の
分
類
か
ら
構
成
さ
れ

る
。
文
化
部
内
に
25
団
体
、

体
育
部
内
に
48
団
体
が
正
規

加
盟
団
体
と
し
て
所
属
し
て

い
る
。
学
生
の
間
で
は
前
述

の
組
織
に
加
え
、
正
規
加
盟

団
体
の
総
称
を
「
学
友
会
」

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。　
　

登
録
団
体
は
、
新
規
で
学

生
団
体
と
し
て
の
申
請
が
許

可
さ
れ
た
団
体
を
指
す
。
学

友
会
へ
の
登
録
更
新
を
３
年

間
継
続
し
て
受
け
る
と
、
準

加
盟
団
体
と
し
て
更
新
の
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

申
請
が
受
理
さ
れ
た
登
録
団

体
は
、
準
加
盟
団
体
と
し
て

文
化
部
ま
た
は
体
育
部
に
所

属
す
る
。
学
生
の
間
で
は
、

準
加
盟
団
体
と
登
録
団
体
は

「
サ
ー
ク
ル
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
多
い
。

報
道
部
は
本
学
が
唯
一
公

認
し
て
い
る
、
学
生
が
運
営

す
る
報
道
機
関
で
あ
り
、
本

紙
『
東
北
大
学
新
聞
』
の
発

行
を
年
11
回
行
っ
て
い
る
。

学
友
会
に
所
属
し
つ
つ
、
文

化
部
と
体
育
部
の
い
ず
れ
に

も
属
せ
ず
、
独
立
機
関
と
し

て
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

総
務
部
は
一
般
的
企
画
や

各
部
の
連
絡
調
整
、
学
友
会

全
体
の
庶
務
や
会
計
を
行
っ

て
い
る
。
学
友
会
は
そ
の
外

部
に
、
議
決
機
関
と
し
て
全

対話する学生ら。アイデア
を書き出している ( 山内保
典准教授提供）

学
協
議
会
、
組
織
運
営
の
検

討
や
調
査
に
当
た
る
機
関
と

し
て
運
営
委
員
会
、
本
会
の

活
動
や
運
営
の
広
報
に
当
た

る
機
関
と
し
て
広
報
委
員

会
、
会
計
監
査
を
行
う
会
計

監
査
委
員
を
置
い
て
い
る
。

新
規
で
学
生
団
体
を
結
成

す
る
場
合
、
①
団
体
の
会
員

が
５
人
以
上
（
た
だ
し
本
学

学
生
に
限
る
）
②
本
学
の
専

任
教
員
が
顧
問
教
員
と
し

て
、
団
体
の
運
営
と
活
動
の

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
③
過

去
１
年
間
に
、
団
体
の
目
的

に
即
し
た
活
動
実
績
が
あ
る

―
と
い
う
三
つ
の
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
。

今
月
15
、
16
日
、
本
学

川
内
北
キ
ャ
ン
パ
ス
で
Ｓ

ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ

ｉ
ｖ
ａ
ｌ

２
０
２
３
が

開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
令

和
５
年
度
本
学
新
入
生
歓

迎
会
実
行
委
員
会
で
、
参

加
人
数
の
制
限
を
設
け
ず

に
実
施
す
る
見
通
し
。

同
委
員
会
に
よ
る
と
、

本
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
５

度
目
と
な
る
本
学
最
大
の

合
同
新
歓
で
、
１
１
０
の

学
友
会
所
属
団
体
が
参
加

す
る
予
定
。
団
体
は
会
場

From our  survey we 
found that many stu-
dents think i t  is  im-
portant to proactively 
participate in various 
communities and to not 
be afraid of relying on 
people around them.  
This survey was conduct-
ed to collect the opinions 
from international stu-
dents about their cam-
pus life.

We conducted this ques-
tionnaire via a Google 
Form from February 19 
to March 6. The survey 
focuses on respondents’ 
struggles when starting 
their campus life, what 
they found helpful, and 
advice for new interna-
tional students. Many 
of the respondents rec-
ommended participating 
in some club or social 
activities and attending 
the welcoming events to 
gather useful informa-
tion. Additionally, mak-
ing foreign friends is an 
eff ective way to get used 
to different accents. Fi-
nally, while some respon-
dents said that many 
Japanese people cannot 
speak English, respon-
dents generally indicated 
that students, tutors, and 
professors are all kind 
and are willing to help 
despite any language 
barrier. 

When you study in Ja-
pan as an international 
student, you might feel 
bewildered both inside 
and outside the uni-
versity. According to 
the survey results, 55 
percent of respondents 
answered that they had 
diffi  culty completing the 
office procedures. Some 
respondents mentioned 
to that most documents 
were written in Japanese, 
or that most officers 
speak only Japanese, 
while others felt that the 
procedures themselves 
were complicated and 
confusing. One opinion 
suggests that you should 
be ready to deal with a 

lot of bureaucracy and 
that you should finish 
it as early as possible. 
Regarding daily life out-
side the campus, some 
respondents experienced 
various difficulties, in-
cluding registering for a 
SIM card, daily shopping, 
and using transportation. 
If you are not familiar 
with life in Japan, you 
can utilize blogs or ar-
ticles written by people 
living in Japan.

対
話
が
必
要
な
理
由
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
例
え
ば
社
会

で
解
決
す
べ
き
問
題
を
つ
く

る
上
で
対
話
は
有
効
で
す
。

問
題
と
は
、
現
状
と
理
想

の
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
え
ま
す
。

良
い
問
題
を
つ
く
る
鍵
は

る
、
多
種
多
様
な
団
体
が

存
在
し
ま
す
。
慣
れ
な
い

新
生
活
の
中
、
新
た
な
世

界
へ
飛
び
出
す
こ
と
に

不
安
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、本
イ
ベ
ン
ト
で
な
ら
、

１
０
０
以
上
の
参
加
団
体

か
ら
、
自
分
に
合
っ
た
活

動
が
き
っ
と
見
つ
か
る
で

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
本
イ

ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、

一
層
充
実
し
、
夢
と
希
望

に
あ
ふ
れ
た
大
学
生
活
を

送
れ
ま
す
よ
う
に
。

「
い
か
に
現
状
や
理
想
の
共

通
認
識
を
つ
く
り
、
解
決
す

べ
き
ギ
ャ
ッ
プ
を
選
ぶ
か
」

で
す
。
そ
の
過
程
で
、
対
話

は
多
様
な
価
値
観
を
考
慮
す

る
手
段
と
な
り
ま
す
。

理
想
を
描
く
こ
と
は
、
欲

求
の
な
い
Ａ
Ｉ
に
は
困
難
で

す
。
皆
さ
ん
に
は
、
理
想
を

描
く
第
一
歩
と
し
て
、
対
話

を
通
し
て
、
自
分
の
知
的
欲

求
を
自
覚
し
、
刺
激
し
合
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
話
す
こ
と
が
苦
手
な

ら
ば
、
聞
く
こ
と
で
対
話
に

貢
献
し
ま
し
ょ
う
。
相
づ
ち

を
打
っ
た
り
、
聞
い
た
発
言

内
容
を
書
き
残
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
話
し
や
す
い
雰
囲

気
を
つ
く
れ
ま
す
。

授
業
は
安
全
に
失
敗
が
で

き
る
場
で
す
。
積
極
的
に
実

り
あ
る
失
敗
を
し
ま
し
ょ

う
。高

校
ま
で
は
、
未
成
年
で

す
し
、
周
囲
の
価
値
観
を
吸

収
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
価

値
観
を
俯
瞰
し
、
再
構
築
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

そ
の
成
功
の
鍵
は
、
自
分

の
考
え
の
言
語
化
で
す
。
言

語
化
に
よ
り
、
自
身
の
考
え

が
思
考
対
象
に
な
り
ま
す
。

自
分
は
そ
れ
を
な
ぜ
好
き
な

の
か
。
言
語
化
し
た
い
と
き

が
、
対
話
の
出
番
で
す
。

大
学
は
高
校
と
比
べ
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
対
話
形

式
の
授
業
が
多
い
。
な
ぜ
対

話
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

苦
手
意
識
を
克
服
す
る
方
法

と
は
。
大
学
で
の
学
習
に
つ

い
て
学
ぶ
「
学
問
論
」
の
担

当
教
員
の
１
人
、
山
内
保
典

准
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

事
前
予
約
か
当
日
の
受
付

を
経
て
入
場
で
き
、
途
中

の
入
退
場
は
自
由
。

˗
ಉ
ҕ
һ

ɾ

Ҫ
ㆯ

㇋

ۭ㆟
ㆉ

͞
Μ
ͷ
ݴ
༿

体
験
活
動
、
説
明
会
、
相

談
会
な
ど
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
開
催
時
間
は
両
日

と
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
で
、
参
加
希
望
者
は

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
学
に
は
、
多
く

の
仲
間
に
恵
ま
れ
、
熱
中

で
き
る
も
の
に
出
会
え

Scan  th i s  QR  code  to 
s e e  o t h e r  r e s p on s e s 
that  inc lude  persona l 
experiences and advice 
from respondents. 
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高
校
ま
で
に
受
け
て
き
た

授
業
と
、
大
学
に
入
学
し
て

か
ら
受
け
る
授
業
と
の
違
い

の
一
つ
に
、「
資
格
」
が
あ

る
。
本
学
で
は
、
特
定
の
授

本
学
に
入
学
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
新
入
生
の
皆
さ

ん
は
思
い
思
い
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を
想
像
し
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
輝
か
し
い
理

想
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の

実
現
の
た
め
に
は
自
由
に
使

え
る
お
金
が
何
か
と
入
り
用

な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
本
学
学
生
の
ア
ル

バ
イ
ト
の
実
態
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

塾講師や家庭教
師

レストランや居
酒屋などの飲食

店
コンビニやアパレルなど

の販売業務

ガソリンスタンド
警備員などのサービス業

イベントスタッフ
単発バイト

広告配布の単発バイト

学内バイト
経験したアルバイトの職種

大学1年の4～5月

大学1年の6～7月

大学1年の8～9月

大学1年の10～12
月

大学1年の1～3月

アルバイトを始めた時期

4～6時間

7～9時間

10～12時間

13～15時間

16～18時間
週に何時間働いているか

グラフ1

グラフ2

グラフ3

本
学
で
は
、
学
生
が
在
学

中
に
無
料
で
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
や
割
引
を
提
供
し

て
い
る
。
新
生
活
が
始
ま
る

４
月
は
、
生
活
や
学
業
に
必

要
な
多
く
の
も
の
を
そ
ろ
え

日
本
人
の
普
通
自
動

車
免
許
の
保
有
率
は
６

割
に
上
る
。
大
学
生
の

間
に
取
得
す
る
人
も
多

い
こ
の
資
格
を
得
る
に

は
、
自
動
車
学
校
に
通

う
必
要
が
あ
る
。

自
動
車
免
許
を
取
得

す
る
た
め
に
は
学
科
試

験
と
技
能
試
験
の
二
つ

に
合
格
す
る
こ
と
が
必

須
だ
。
学
科
で
は
運
転

に
必
要
な
標
識
や
交
通

ル
ー
ル
の
知
識
を
正
誤

で
問
わ
れ
、
技
能
で
は

実
際
の
運
転
技
術
を
実

地
で
試
す
。

両
試
験
を
突
破
す
る

た
め
に
自
動
車
学
校
で

受
講
す
る
の
が
、
学
科

教
習
と
技
能
教
習
で
あ

る
。
学
科
教
習
は
座
学

で
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

や
対
面
な
ど
、
自
動
車

学
校
に
よ
っ
て
形
式
が

異
な
る
。
合
計
26
時
限

の
受
講
が
必
須
と
な

る
。実

際
に
車
を
運
転
す

る
の
は
技
能
教
習
だ
。

10
時
限
ほ
ど
教
習
所
内

で
運
転
を
し
た
後
は
、

実
際
に
路
上
で
運
転
を

行
う
。
最
短
35
時
限
の

技
能
教
習
で
、
卒
業
検

定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
教
習

は
、
受
講
者
が
コ
マ
を

選
択
し
て
進
め
て
い

く
。
技
能
教
習
の
受
講

に
つ
い
て
は
、
事
前
の

予
約
が
必
要
と
な
る

た
め
注
意
が
必
要
に
な

る
。１

コ
マ
は
50
分
。
大

学
生
の
う
ち
で
あ
れ

ば
、
平
日
、
大
学
の
授

業
の
空
き
コ
マ
を
使
っ

て
教
習
に
行
く
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
、
大
学

周
辺
の
自
動
車
学
校
で

あ
れ
ば
、
大
学
生
協
で

の
割
引
が
き
く
こ
と
が

多
い
。

こ
こ
で
は
、
自
動
車

学
校
に
通
う
際
に
耳
に

す
る
だ
ろ
う
用
語
を
解

説
す
る
。

◇
自
車
校

自
動
車
学

校
の
略
称
の
一
つ

◇
運
転
適
性
検
査

自

動
車
学
校
に
入
校
後
に

行
わ
れ
る
運
転
の
癖
な

ど
の
傾
向
を
診
断
す
る

テ
ス
ト
。
特
に
対
策
す

る
必
要
は
な
い

◇
仮
免

仮
免
許
証
。

学
科
、
技
能
の
試
験
に

合
格
す
る
と
得
ら
れ

る
。
取
得
後
か
ら
路
上

で
の
教
習
が
可
能
に

◇
教
習
期
限

初
回
教

習
か
ら
９
カ
月
以
内
、

仮
免
許
取
得
か
ら
６
カ

月
以
内
に
卒
業
試
験
に

合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
引
き
延
ば
し
て

も
ろ
く
な
こ
と
が
な
い

の
で
余
裕
を
持
つ
べ
し

◇
教
習
上
限

技
能
教

習
は
１
日
に
受
講
で
き

る
コ
マ
数
に
上
限
が
あ

る
。
長
期
休
み
が
終
わ

る
直
前
に
詰
め
込
も
う

と
し
て
も
実
質
不
可
能

◇
合
宿
免
許

宿
泊
施

設
で
２
週
間
ほ
ど
滞
在

し
な
が
ら
免
許
取
得
を

行
う
。
短
期
集
中
で
取

り
た
い
人
向
け

◇
ス
ピ
ー
ド
教
習

教

習
所
で
全
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
行

う
。
20
日
前
後
で
の
免

許
取
得
が
可
能

◇
免
許
セ
ン
タ
ー

自

動
車
学
校
卒
業
後
、
最

後
の
学
科
試
験
を
受
け

る
場
所
。
免
許
の
更
新

な
ど
も
こ
こ
で
行
う
。

平
日
し
か
空
い
て
い
な

い
の
で
注
意

◇
初
心
者
マ
ー
ク

免

許
取
得
後
１
年
間
自
動

車
に
貼
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
。
貼
る
と

周
囲
の
運
転
手
が
優
し

く
し
て
く
れ
る
こ
と
が

あ
る

私
が
自
動
車
学
校
に

通
い
始
め
た
の
は
大
学

１
年
生
の
９
月
初
め
。

残
り
の
夏
休
み
の
間
、

１
カ
月
ほ
ど
で
の
免
許

取
得
を
目
指
し
て
い

た
。自

動
車
学
校
で
恐
る

恐
る
手
続
き
を
済
ま
せ

る
と
、
す
ぐ
に
技
能
教

習
を
受
け
ら
れ
る
と
言

わ
れ
た
。
こ
れ
幸
い
と

受
講
を
希
望
し
た
が
、

当
時
の
私
に
は
何
の
知

識
も
な
い
。
い
き
な
り

運
転
を
す
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
と
教
習
車
に

向
か
っ
た
。

一
度
運
転
を
見
せ
ら

れ
た
後
、
私
は
早
く
も

ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い

た
。
道
を
歩
く
お
年
寄

り
と
拮き

っ

抗こ
う

す
る
だ
ろ
う

ス
ピ
ー
ド
で
自
動
車
学

校
の
中
に
作
ら
れ
た
道

路
を
よ
ろ
よ
ろ
走
る
。

こ
の
と
き
既
に
自
分
の

運
転
技
術
に
不
安
を
覚

え
て
い
た
。
そ
の
不
安

は
見
事
的
中
す
る
こ
と

に
な
る
。

自
動
車
学
校
で
運
転

す
る
教
習
車
に
は
、
教

官
が
乗
る
助
手
席
の
足

下
に
補
助
ブ
レ
ー
キ
が

つ
い
て
い
る
。
卒
業
試

験
で
こ
れ
を
踏
ま
れ
れ

ば
、
一
発
で
再
試
験
が

決
定
す
る
代
物
だ
。

赤
信
号
を
無
視
し
か

け
補
助
ブ
レ
ー
キ
。
一

時
停
止
を
ス
ル
ー
し
て

補
助
ブ
レ
ー
キ
。
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
踏

み
間
違
え
て
補
助
ブ

レ
ー
キ
。
私
は
実
際
に

路
上
に
出
る
19
回
の
教

習
の
う
ち
、
17
回
で
補

助
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
れ

た
。そ

れ
で
も
不
思
議
と

卒
業
試
験
ま
で
た
ど
り

着
い
た
。
結
果
は
合

格
。
こ
の
運
転
技
術
の

人
が
世
に
解
き
放
た
れ

て
い
る
こ
と
に
若
干
の

恐
怖
を
感
じ
つ
つ
、
私

は
自
動
車
学
校
を
後
に

し
た
。

そ
の
後
、
私
が
免
許

セ
ン
タ
ー
で
無
事
に
筆

記
で
の
学
科
試
験
を
パ

ス
し
、
念
願
の
免
許
を

取
得
し
た
の
は
大
学
２

年
生
の
９
月
。
自
動
車

学
校
に
通
い
始
め
て
、

ち
ょ
う
ど
１
年
が
た
っ

て
い
た
。（
木
村
舞
乃
）

仙
台
市
内
に
は
多
数

の
自
動
車
学
校
が
あ

る
。
今
回
は
そ
の
な
か

か
ら
、
赤
門
自
動
車
学

校
と
宮
交
自
動
車
学
校

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

赤
門
自
動
車
学
校
の

最
大
の
特
徴
は
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
の
近
さ
だ
。

川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

徒
歩
10
分
ほ
ど
に
位
置

し
て
い
る
。

教
習
で
は
仙
台
駅
周

辺
な
ど
の
交
通
量
の
多

い
道
路
を
運
転
す
る
。

対
照
的
に
、
自
動
車
学

校
周
辺
の
道
は
細
く
入

り
組
ん
で
い
る
た
め
、

運
転
技
術
の
向
上
が
期

待
で
き
る
。

校
内
に
は
漫
画
や
雑

誌
な
ど
が
あ
る
。
種
類

も
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え

ら
れ
て
い
る
。

宮
交
自
動
車
学
校

は
、
川
内
か
ら
や
や
離

れ
た
太
白
区
北
部
に
あ

る
。
校
舎
が
新
し
く
、

カ
フ
ェ
の
よ
う
な
お

し
ゃ
れ
な
内
装
が
特
徴

的
。
校
舎
内
に
は
菓
子

や
飲
み
物
の
自
販
機
が

常
設
。
ケ
ー
タ
イ
の
充

電
器
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。教

習
で
運
転
す
る
の

は
長
町
周
辺
が
多
い
。

交
通
量
、
道
の
幅
と
も

気
を
使
う
必
要
が
な

く
、
仙
台
中
心
部
に
比

べ
て
容
易
に
教
習
を
進

め
ら
れ
る
。

赤
門
自
動
車
学
校

宮
交
自
動
車
学
校

宮城県美術館。学生証提示で常設
展示は無料

業
の
単
位
認
定
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
資
格
を
取
得
で
き

た
り
、
資
格
試
験
の
受
験
条

件
や
、
資
格
の
取
得
条
件
の

一
部
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

た
り
す
る
。

各
教
科
に
お
け
る
中
学
教

諭
と
高
校
教
諭
の
免
許
取
得

に
必
要
な
科
目
は
、法
学
部
、

経
済
学
部
、
歯
学
部
、
医
学

部
を
除
く
６
学
部
で
履
修
可

能
。
た
だ
し
教
科
に
関
す
る

開
講
科
目
は
、
学
部
に
よ
っ

て
異
な
る
た
め
、
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
＝
図
＝
。

文
学
部
、
教
育
学
部
、
理

学
部
で
は
、
指
定
科
目
の
単

位
の
取
得
で
学
芸
員
補
の
実

務
や
学
芸
員
試
験
の
受
験
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
他
に

も
文
学
部
で
は
日
本
語
教
員

に
、
教
育
学
部
で
は
公
認
心

理
師
や
社
会
教
育
主
事
に
な

る
た
め
の
指
定
科
目
が
履
修

可
能
で
あ
る
。
ま
た
理
学
部

物
理
学
科
と
数
学
科
で
は
、

学
科
卒
業
時
の
申
請
で
地
球

惑
星
物
質
科
学
科
、
宇
宙
地

球
物
理
学
科
天
文
学
コ
ー

ス
、
地
圏
環
境
科
学
科
で
は

指
定
科
目
の
単
位
を
取
得
し

て
卒
業
、
申
請
す
る
こ
と
で

測
量
士
補
の
資
格
が
取
得
可

能
。工

学
部
機
械
知
能
・
航
空

工
学
科
の
学
生
は
、
ボ
イ

ラ
ー
に
関
す
る
単
位
を
取
得

後
、
修
習
を
経
て
特
級
ま
た

は
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
試
験

を
受
験
で
き
る
。
電
気
情
報

物
理
工
学
科
の
電
気
、通
信
、

電
子
、
情
報
、
バ
イ
オ
、
医

工
学
コ
ー
ス
で
は
、
第
１
級

陸
上
特
殊
無
線
技
士
・
第
３

級
海
上
特
殊
無
線
技
士
や
電

気
工
事
士
、
電
気
主
任
技
術

者
や
電
気
通
信
主
任
技
術
者

の
資
格
取
得
に
必
要
な
科
目

が
受
講
可
能
。

化
学
・
バ
イ
オ
工
学
科
と

材
料
科
学
総
合
学
科
の
卒
業

者
は
、
甲
種
危
険
物
取
扱
者

の
試
験
を
受
験
で
き
る
。
建

築
・
社
会
環
境
工
学
科
の
社

会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
、
水
環
境

デ
ザ
イ
ン
、
都
市
シ
ス
テ
ム

計
画
コ
ー
ス
で
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
修
了
に
よ
り
測
量

士
補
の
資
格
が
取
得
で
き

る
。
同
学
科
都
市
・
建
築
デ

ザ
イ
ン
コ
ー
ス
と
都
市
・
建

築
学
コ
ー
ス
で
は
、
指
定
科

目
の
単
位
取
得
で
建
築
士
試

験
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ

る
。
ま
た
材
料
科
学
総
合
学

科
の
卒
業
者
は
申
請
す
る
こ

と
で
、
技
術
士
補
の
資
格
が

得
ら
れ
る
。

農
学
部
で
は
、
指
定
科
目

◎
人
気
職
種

弊
部
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
本
学
学
生
の
ア

ル
バ
イ
ト
の
職
種
は
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
居
酒
屋
な
ど
の
飲

食
業
や
、
塾
講
師
や
家
庭
教

師
な
ど
の
教
育
関
係
の
職
種

が
人
気
だ
っ
た
（
グ
ラ
フ

１
）。
飲
食
業
は
店
員
や
客

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

特
に
大
切
だ
。
社
会
経
験
を

積
め
る
こ
と
や
、
割
引
や
賄

い
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
魅

力
的
だ
と
い
う
意
見
も
多

い
。
ま
た
、
職
場
に
よ
っ
て

は
派
手
な
髪
色
に
染
め
る
こ

と
も
可
能
だ
。

教
育
現
場
で
の
ア
ル
バ
イ

ト
は
、
他
の
職
種
よ
り
時
給

が
高
く
、
身
体
的
負
担
も
少

な
い
所
が
魅
力
だ
。
予
習
や

生
徒
の
将
来
を
担
う
と
い
う

責
任
が
負
担
に
な
る
場
合
も

あ
る
が
、
そ
の
分
、
一
緒
に

勉
強
し
て
き
た
生
徒
の
成
長

や
普
段
の
何
げ
な
い
会
話
が

励
み
に
な
る
、
や
り
が
い
の

あ
る
ア
ル
バ
イ
ト
だ
。

◎
ア
ル
バ
イ
ト
開
始
時
期

同
調
査
に
よ
る
と
、
学
部

１
年
次
の
６
〜
７
月
か
ら
ア

ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
人
が
多

い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た

（
グ
ラ
フ
２
）。
こ
の
時
期

は
、
初
め
て
の
大
学
生
活
に

慣
れ
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め

る
余
裕
が
出
る
頃
だ
と
い
え

る
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
入

学
直
後
の
４
〜
５
月
に
ア
ル

バ
イ
ト
を
始
め
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

む
し
ろ
求
人
募
集
の
少
な

い
人
気
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
あ

れ
ば
、
３
月
に
辞
め
て
し
ま

う
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
埋
め

る
形
で
、
楽
に
ア
ル
バ
イ
ト

の
面
接
に
合
格
し
や
す
い
こ

と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
塾
講

師
ア
ル
バ
イ
ト
の
た
め
に
必

要
な
学
力
テ
ス
ト
も
、
こ
の

時
期
な
ら
大
学
受
験
時
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
使
っ
て
合
格
し
や

す
い
だ
ろ
う
。

◎
勤
務
時
間

同
調
査
に
よ
る
と
週
に
７

〜
９
時
間
働
い
て
い
る
人
が

多
い
よ
う
だ
（
グ
ラ
フ
３
）。

ア
ル
バ
イ
ト
の
求
人
情
報
に

は
「
週
に
何
日
働
く
か
」、

「
１
日
に
何
時
間
働
く
か
」

と
い
っ
た
情
報
が
載
っ
て
い

る
。
他
の
こ
と
に
手
が
回
ら

ず
後
悔
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
よ
く
考
え
て
選
ぶ
こ
と
を

心
が
け
よ
う
。

◎
バ
イ
ト
に
求
め
る
も
の

同
調
査
の
回
答
に
は
、
人

間
関
係
や
職
場
の
雰
囲
気
を

挙
げ
る
人
が
最
も
多
か
っ

た
。
こ
れ
ら
は
、
飲
食
業
な

ど
の
接
客
業
で
あ
れ
ば
実
際

に
店
舗
に
行
っ
て
確
か
め
る

こ
と
も
可
能
だ
。
他
に
も
、

時
給
や
業
務
内
容
、
得
ら
れ

る
ス
キ
ル
、
家
か
ら
の
近
さ

や
シ
フ
ト
の
自
由
度
を
考
慮

す
る
と
い
う
回
答
も
あ
っ

た
。自

分
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
何

を
求
め
て
い
る
か
を
考
え

て
、大
い
に
悩
ん
で
み
よ
う
。

多
く
の
選
択
肢
か
ら
自
分
で

選
ぶ
自
由
が
あ
る
の
も
大
学

生
活
の
醍だ

い

ご

み

醐
味
の
一
つ
な
の

だ
。　
　
　
　
　
（
岩
折
楓
）

る
必
要
が
あ
り
、
無
駄
な
出

費
を
抑
え
た
い
時
期
で
も
あ

る
た
め
、
ぜ
ひ
確
認
し
て
活

用
し
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
や
課
題

の
提
出
な
ど
で
、
自
宅
の
み

な
ら
ず
学
内
で
も
用
い
る
こ

と
の
多
い
Ｗ
ｉ
―
ｆ
ｉ
接

続
。
本
学
で
は
研
究
機
関
向

け
の
国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
ｅ
ｄ
ｕ
ｒ
ｏ
ａ

ｍ
を
提
供
し
て
い
る
。
接
続

に
は
、
統
合
電
子
認
証
シ
ス

テ
ム
に
て
確
認
し
た
個
々
の

サ
ブ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の

入
力
が
必
要
で
あ
る
。
ｅ
ｄ

ｕ
ｒ
ｏ
ａ
ｍ
は
本
学
の
み
な

ら
ず
、
国
内
外
の
多
く
の
大

学
・
研
究
機
関
で
も
採
用
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
外

出
・
留
学
の
際
に
も
利
用
で

き
る
。

通
常
は
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
の
契
約
が
必
要
と
な

る
各
種
研
究
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
も
、
本
学
学
生
限
定
の
プ

ラ
ン
で
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
可
能
な
も
の
も
あ
る
。
地

理
情
報
を
活
用
・
分
析
す
る

Ａ
ｒ
ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｓ

Ｐ
ｒ
ｏ

は
、
本
学
の
個
人
の
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
用
い

る
こ
と
に
よ
り
無
料
で
利
用

で
き
る
。
ま
た
研
究
用
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
み
な
ら
ず
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
い
っ
た
デ
バ
イ
ス
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
Ｍ
ｃ
Ａ
ｆ
ｅ
ｅ
も
本

学
総
合
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で

あ
る
。

割
引
利
用
で
き
る
も
の
に

関
し
て
は
、
比
較
的
利
用
す

る
機
会
の
多
い
Ｊ
Ｒ
の
学
生

旅
客
運
賃
割
引
証
が
挙
げ
ら

れ
る
。
帰
省
な
ど
を
目
的
に

Ｊ
Ｒ
各
線
を
利
用
す
る
際

に
、
乗
車
券
の
購
入
料
金
が

２
割
引
に
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
発
行
は
教
育
・
学

生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

各
学
部
の
教
務
窓
口
に
設
置

さ
れ
て
い
る
自
動
発
券
機
で

年
間
20
枚
ま
で
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

本
学
は
、
宮
城
県
立
美
術

館
や
仙
台
市
博
物
館
と
い
っ

た
文
化
施
設
の
キ
ャ
ン
パ
ス

メ
ン
バ
ー
ズ
制
度
に
加
盟
し

て
い
る
。
本
学
の
学
生
は
学

生
証
の
提
示
に
よ
り
、
常
設

展
で
は
無
料
観
覧
、
特
別
展

で
は
観
覧
料
が
半
額
と
な

る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
本
学
の
学

生
は
割
引
や
無
料
で
利
用
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
挙
げ

ら
れ
る
＝
図
＝
。
た
だ
し
利

用
に
は
各
種
ア
カ
ウ
ン
ト
や

学
生
証
が
必
要
と
な
る
た
め

注
意
し
て
ほ
し
い
。
本
記
事

で
紹
介
し
た
各
種
無
料
サ
ー

ビ
ス
、
割
引
の
詳
細
に
つ
い

て
は
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
る
。

の
修
得
と
申
請
に
よ
り
、
食

品
衛
生
監
視
員
と
食
品
衛
生

管
理
者
の
資
格
を
取
得
で
き

る
。
薬
学
部
薬
学
科
や
歯
学

部
、
医
学
部
で
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
す
る
こ
と

が
、
薬
剤
師
や
歯
科
医
師
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
国
家

試
験
の
受
験
条
件
に
な
っ
て

い
る
。

※他学部履修により、表以外の教科の教員免許についても取得可能な場合がある
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　教科書購入の際には、購入
の要否、購入の方法、購入場
所、注文期間に注意が必要だ。
全学教育科目で使う教科書
は、東北大生協が運営する教
科書購入サイト「Text-it」を
使ってWeb 上で注文し、教
科書販売所（川内北キャンパ
ス、川内厚生会館多目的室）
や自宅で受け取る。注文から
受け取りまでは時間がかかる
ため、日程を把握しながら購
入を進めよう。
　Text-it は会員登録、ログイ
ンをして利用する。全学教育
科目の教科書注文は全てＷｅ
ｂで行われるが、学年が上が
ると、学部が開講する講義の
教科書を購買で直接買うこと
もある。
　教科書に関する情報や購入
が必要かどうかは、講義ご
とにクイックシラバス、学
務情報システムのシラバス、
Google Classroom やメール
での連絡をチェックして調べ
る。教科書の説明は初回授業

でされることもあるため、で
きるだけ参加するとよい。１
回目の授業までに確実に手に
入れる必要はないことが多
く、初回の授業を受けてから
履修するかどうかを決め、教
科書を注文する場合もある。
授業で教科書を使うタイミン
グに受け取りが間に合わない
場合は、直接もしくはメール
などで教員に相談してみるこ
とをお勧めする。
　Text-it での受注期間は今月
5日午後 5時～ 19 日、教科
書販売所での受け取り期間は
今月 6日～ 21 日。全学教育
科目のWeb 履修登録期間は
今月 10 日～ 21 日まで。教
科書販売所の営業時間は平日
10時～ 17時。例年、2限と
3限の間の昼休みは教科書受
け取りのために長い列ができ
る。東北大生協は混雑と密回
避、受け取りまでの時間短縮
のため、教科書を注文する際
は極力まとめて注文するよう
呼びかけている。

人
生
に
後
悔
は
付
き
も
の
。
誰
し
も
「
あ
の
時
あ
あ
し
て
い
れ

ば
」
と
過
去
の
行
い
を
悔
や
ん
だ
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
学
生
生

活
に
お
い
て
も
同
じ
だ
。
新
生
活
に
目
が
く
ら
み
、
思
う
よ
う
な

１
年
生
を
過
ご
せ
な
か
っ
た
と
振
り
返
る
学
生
は
多
い
。
で
は
、

悔
い
の
な
い
１
年
生
ラ
イ
フ
を
送
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。
一
つ
の
方
法
は
、
同
じ
道
を
歩
い
て
き
た
先
輩
の
行
い
に
学

ぶ
こ
と
で
は
な
い
か
。

本
紙
は
２
月
、
本
学
に
在
籍
す
る
学
部
生
を
対
象
に
「
１
年
生

の
う
ち
に
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
こ
と
」
を
調
査
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ

ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
を
用
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
１

〜
３
年
生
（
以
降
、
回
答
者
の
学
年
は
調
査
時
の
も
の
）
11
名
か

ら
回
答
を
得
、
26
個
の
「
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
こ
と
」
が
集

ま
っ
た
。
回
答
は
６
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
―
「
ア
ル
バ
イ
ト
」「
資
格
・

免
許
」「
専
門
の
た
め
の
勉
強
」「
専
門
以
外
で
の
勉
強
」「
部
活
・

サ
ー
ク
ル
」「
学
校
生
活
全
般
・
そ
の
他
」―
ご
と
に
集
計
。
各
ジ
ャ

ン
ル
で
多
か
っ
た
回
答
を
中
心
に
「
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
こ

と
」
と
そ
の
理
由
を
紹
介
す
る
。
先
輩
た
ち
の
過
ち
に
学
び
、
少

し
で
も
後
悔
の
芽
を
摘
ん
で
お
こ
う
。　
　
　
　
（
野
澤
凜
太
郎
）

最
も
回
答
の
多
か
っ
た

ジ
ャ
ン
ル
は
「
学
校
生
活
全

般
・
そ
の
他
」。
ま
ず
、「
自

分
の
好
き
な
こ
と
に
も
っ
と

時
間
を
使
え
ば
よ
か
っ
た
」

と
い
う
旨
の
回
答
が
目
立
っ

た
。「
趣
味
に
時
間
を
費
や

し
た
り
長
期
休
暇
中
に
旅
行

に
行
っ
た
り
す
る
」（
文
・２
）

を
挙
げ
た
回
答
者
は
「
２
年

次
以
降
で
は
、
授
業
の
専
門

性
が
上
が
り
、
１
年
次
よ
り

も
勉
強
や
課
題
に
時
間
を
割

か
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
」
と

語
る
。
同
じ
く
「
何
か
一
つ

熱
中
で
き
る
も
の
を
見
つ
け

る
」（
工
・
３
）
と
述
べ
た

回
答
者
は
「
４
年
間
か
け
て

夢
中
に
な
れ
る
も
の
を
極
め

よ
う
。
大
学
生
活
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
人
生
に
も
役
立

つ
か
も
し
れ
な
い
」
と
理
由

を
説
明
し
て
い
る
。

同
ジ
ャ
ン
ル
で
は
「
運
動

す
る
習
慣
を
つ
け
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
回
答

も
複
数
あ
っ
た
。
理
由
と
し

て
は
「
引
き
こ
も
り
す
ぎ
た

せ
い
で
も
う
動
け
な
く
な
り

ま
し
た
」（
理
・
３
）、「
何

を
す
る
に
も
体
力
が
な
い
と

続
か
な
い
」（
文
・
１
）
な

ど
が
あ
っ
た
。

次
に
回
答
を
集
め
た
ジ
ャ

ン
ル
は
「
専
門
の
た
め
の
勉

強
」。「
ち
ゃ
ん
と
大
学
の
勉

強
を
す
る
こ
と
」
と
し
た
回

答
者
（
工
・
３
）
は
「
き
ち

ん
と
勉
強
し
て
単
位
を
取
ら

な
い
と
後
々
苦
労
す
る
」
と

語
る
。
高
校
ま
で
と
は
異
な

り
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い

大
学
の
試
験
を
念
頭
に
「
勉

強
の
習
慣
付
け
、
方
法
の
確

立
」（
法
・
１
）
が
重
要
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

「
専
門
以
外
で
の
勉
強
」

の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
「
読
書
の

習
慣
化
」
が
目
立
っ
た
。
理

由
と
し
て
「
専
門
科
目
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
教

養
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る

か
ら
」（
文
・
１
）
や
「
語

彙
力
が
上
が
り
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
授
業
で
役
立

つ
か
ら
」（
経
・
２
）
な
ど

が
あ
っ
た
。ま
た
、「
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
な
ど
の
基
本
操
作

を
学
ぶ
」（
文
・
１
）
と
の

回
答
も
。
理
由
は
「
図
表
を

作
る
と
き
、
な
か
な
か
苦
労

し
て
い
る
か
ら
」
だ
っ
た
。

「
資
格
・
免
許
」
の
ジ
ャ

ン
ル
で
は
「
１
年
生
の
う
ち

に
運
転
免
許
を
取
得
し
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
」
と
の
声
が

多
か
っ
た
。理
由
と
し
て「
ま

だ
そ
こ
ま
で
忙
し
く
な
い
１

年
生
の
う
ち
に
短
期
間
で
取

得
す
る
の
が
よ
い
」（
文
・

１
）、「
予
約
が
思
っ
た
よ
う

に
で
き
な
か
っ
た
」（
農
・

２
）「
後
に
な
っ
て
か
ら
取

る
の
は
な
か
な
か
大
変
で

す
」（
工
・３
）
な
ど
が
あ
っ

た
。あ

っ
と
い
う
間
に
枠
が
埋

ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
理
由

に
「
夏
休
み
の
合
宿
免
許
の

予
約
を
４
月
中
に
取
っ
て
お

く
こ
と
」（
文
・
２
）
を
勧

め
る
声
も
あ
っ
た
。

「
部
活
・
サ
ー
ク
ル
」
の

ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
そ
も
そ

も
「
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
」（
文
・
２
）

と
い
う
回
答
が
。理
由
は「
友

達
が
で
き
る
か
ら
」だ
っ
た
。

ま
た
、「
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
挑
戦
し
て
い
れ
ば
好
き

な
も
の
に
確
信
を
持
て
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
い

う
理
由
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
な

　第２外国語は、同じ言語でも教員によって使う教科書が異なる。
注文の際には Text-it で教員名と開講時間をよく確認しよう。写
真はこれまで使用された中国語の教科書の例。
（左）田中和夫・屈明昌『初級中国語　講読編～自分のことばで
表現する中国語～』（金星堂）
（右）奥村佳代子・塩山正純・張軼欧『初級テキスト　楽しい中
国語――趣味汉语 [ 改訂版 ]』（白帝社）

名（
迷
？
）案

１
人
暮
ら
し
知
恵
袋

た
い
誰
か
に
連
絡
し
て
み
よ

う
。最

初
は
失
敗
の
連
続
か
も

し
れ
な
い
。
で
も
、１
人
だ
。

誰
も
見
て
い
な
い
。
大
丈
夫

だ
。
自
分
に
適
し
た
生
活
ス

タ
イ
ル
を
徐
々
に
作
っ
て
い

こ
う
。　
　
　
（
小
滝
真
悠
）

・
半
径
３
キ
ロ
以
内
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
大
方

回
っ
て
、
生
鮮
食
品
、
菓
子
、

惣
菜
な
ど
の
価
格
帯
を
把
握

し
て
使
い
分
け
て
い
る

・
水
道
水
を
冷
蔵
庫
で
冷
や

す
と
多
少
味
が
ご
ま
か
せ
る

・
袋
サ
ラ
ダ
は
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
を
直
接
か
け
て
袋
を
皿

替
わ
り
に
し
て
い
る

・
毎
日
外
出
し
て
新
し
い
散

歩
道
を
開
拓
す
る

・
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り
か

け
た
と
き
は
、
両
親
か
ら
も

ら
っ
た
手
紙
を
読
み
返
し
て

一
旦
号
泣
し
て
み
る

大
学
入
学
を
機
に
、
１
人

暮
ら
し
を
始
め
る
新
入
生
は

多
い
。読
者
の
み
な
さ
ん
は
、

衣
食
住
に
関
わ
る
全
て
の
こ

と
を
自
分
で
決
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
新
生
活
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
の
知
恵
を

紹
介
す
る
。

ま
ず
は
「
衣
」
か
ら
。
洗

濯
は
毎
日
で
も
よ
い
が
、
洗

剤
や
水
道
代
、
電
気
代
を
節

約
し
た
い
場
合
は
数
日
お
き

で
も
大
丈
夫
だ
。
と
り
あ
え

ず
、
天
気
予
報
は
毎
日
欠
か

さ
ず
見
る
よ
う
に
。
洗
濯
物

が
乾
か
な
い
、
花
粉
が
つ
い

た
、
凍
っ
た
、
な
ど
の
悩
み

が
軽
減
す
る
だ
ろ
う
。
気
温

に
応
じ
た
服
装
選
び
の
感
覚

を
つ
か
む
の
も
大
切
で
あ

る
。次

に
「
食
」。
学
食
や
ア

ル
バ
イ
ト
先
の
賄
い
を
食
べ

る
頻
度
、
や
る
気
の
低
下
で

自
炊
の
機
会
が
減
っ
て
い
く

可
能
性
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
調
味
料
は
小
ぶ
り
の
も

の
が
お
す
す
め
だ
。
砂
糖
、

塩
、
酢
、
し
ょ
う
ゆ
、
み
そ

の
「
料
理
の
さ
し
す
せ
そ
」

に
加
え
、
料
理
酒
、
み
り

ん
、
め
ん
つ
ゆ
な
ど
も
あ
れ

ば
、
料
理
の
幅
が
一
気
に
広

が
る
。20
歳
未
満
の
読
者
は
、

料
理
酒
は
買
え
る
が
「
本
み

り
ん
」
は
買
え
な
い
た
め
、

「
み
り
ん
風
調
味
料
」
を
選

ぼ
う
。
解
凍
す
る
際
の
水
っ

ぽ
さ
が
気
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
野
菜
、
肉
、
魚
な
ど
、

大
体
の
食
材
は
冷
凍
庫
に
放

り
込
ん
で
日
持
ち
を
よ
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

続
い
て
「
住
」。
ご
み
の

回
収
日
は
地
元
と
異
な
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必

要
だ
。
最
寄
り
の
駅
や
バ
ス

停
ま
で
「
実
際
に
」
か
か
る

時
間
も
把
握
し
て
お
こ
う
。

筆
者
は
ア
プ
リ
で
「
徒
歩
11

分
」
だ
っ
た
バ
ス
停
ま
で
15

分
か
か
り
、
バ
ス
を
逃
し
て

ア
ル
バ
イ
ト
に
遅
刻
し
か
け

た
こ
と
が
あ
る
。
公
共
交
通

機
関
を
使
う
と
、
地
名
や
地

形
を
覚
え
や
す
い
利
点
も
あ

る
。最

後
に
「
孤
独
感
」。
家

族
か
ら
の
「
ご
飯
ち
ゃ
ん
と

食
べ
て
る
？
」
と
い
う
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
文
面
だ
け
で
泣
い
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
筆

者
は
そ
う
だ
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
と
き
は
、
今
一
番
話
し

や
博
士
論
文
な
ど
を
検
索
で
き
る
）
の
使

用
を
勧
め
て
い
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
に
も
い
く
つ
か
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
自
分
の
言
葉
で
書

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
自
分
の

意
見
を
求
め
ら
れ
る
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
そ

れ
な
り
の
数
の
文
献
を
読
ん
だ
上
で
、
自

分
の
意
見
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
で
自
分
の
意
見
を
書
く
と
き

に
大
事
な
の
は
、
自
分
と
他
人
の
意
見
を

区
別
す
る
こ
と
で
す
。
本
や
論
文
か
ら
そ

の
ま
ま
文
章
を
書
き
写
し
て
段
落
を
完
結

さ
せ
て
い
る
レ
ポ
ー
ト
は
、
他
人
の
意
見

を
さ
も
自
分
の
意
見
か
の
よ
う
に
表
現
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
、「
剽ひ

ょ
う

窃せ
つ

」
と
な
り

ま
す
。
あ
く
ま
で
自
分
の
意
見
を
強
め
る

手
段
と
し
て
の
み
、文
献
を
利
用
（
引
用
）

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
レ
ポ
ー
ト
が
「
良
い
レ

ポ
ー
ト
」
な
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と

き
は
、
授
業
の
先
生
に
相
談
し
た
り
、
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｌ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
を

利
用
し
た
り
す
る
の
も
手
で
す
よ
。
一
人

で
長
時
間
悩
む
よ
り
も
。
利
用
で
き
る
支

援
を
活
用
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
時
間
で

効
率
的
に
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
取
り
組
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

大
前
提
と
し
て
、
課
題
で
出
さ
れ
て
い

る
問
い
に
答
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

何
に
つ
い
て
述
べ
る
の
か
、
ゴ
ー
ル
を
明

確
に
し
ま
し
ょ
う
。そ
の
上
で
、ど
う
や
っ

て
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
い
く
の
か
、
計
画

を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
レ
ポ
ー
ト
を
出
す

の
な
ら
、
で
き
る
だ
け
短
い
時
間
で
完
成

さ
せ
ら
れ
た
方
が
良
い
で
す
よ
ね
。
出
来

上
が
っ
た
レ
ポ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
過
程
で
の
経
験
も
成
果
物
で
す
。
時
間

を
有
効
に
使
い
、
効
率
的
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

分
か
り
や
す
い
計
画
の
立
て
方
と
し

て
、
過
程
を
３
分
割
し
て
考
え
る
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
文
献
を
調
べ
な

が
ら
レ
ポ
ー
ト
の
構
成
を
考
え
る
時
間
。

次
い
で
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
構
成
に
沿
っ
て

実
際
に
文
章
を
書
く
時
間
。
最
後
に
、
書

い
て
み
た
文
書
を
読
み
直
し
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
時
間
で
す
。

文
献
を
読
む
時
間
に
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト

の
た
め
に
読
む
段
階
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

た
め
に
読
む
段
階
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン

プ
ッ
ト
と
は
知
識
を
広
く
得
る
段
階
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
は
自
分
の
レ
ポ
ー
ト
に
使
う

情
報
を
取
捨
選
択
す
る
段
階
で
す
。
授
業

レ
ポ
ー
ト
の
場
合
、
イ
ン
プ
ッ
ト
を
毎
週

の
授
業
で
完
了
さ
せ
て
お
け
る
と
、
締
め

切
り
直
前
に
イ
ン
プ
ッ
ト
に
割
く
時
間
と

負
担
が
軽
減
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

書
か
れ
て
い
る
内
容
が
全
く
分
か
ら
な

い
本
は
、
読
ん
で
も
意
味
が
な
い
で
す
よ

ね
。
自
分
の
知
識
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
文
献

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
必
ず
し
も
初
め
か
ら

専
門
書
に
触
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

理
解
で
き
な
い
内
容
の
多
い
本
か
ら
、

レ
ポ
ー
ト
に
必
要
な
情
報
を
見
つ
け
る
の

は
困
難
で
す
。
何
を
書
く
べ
き
か
わ
か
ら

な
い
レ
ポ
ー
ト
課
題
が
出
た
ら
、
入
門
書

か
ら
読
み
ま
し
ょ
う
。
興
味
を
感
じ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
を
使
っ

て
よ
り
専
門
的
な
文
献
を
見
つ
け
て
い
き

ま
す
。「（
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
）
＋
（
興

味
を
持
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
）」
で
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
検
索
し
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
１
年
生
を
対
象
に
開
講

す
る
「
学
問
論
」
の
授
業
で
は
、
図
書
検

索
で
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
オ
パ
ッ
ク
。
図
書
案

の
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
検
索
サ
ー
ビ
ス
）、

学
術
論
文
の
検
索
で
は
Ｃ
ｉ
Ｎ
ｉ
ｉ
（
サ

イ
ニ
ィ
。
国
立
情
報
学
研
究
所
が
運
営
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、
各
種
研
究
デ
ー
タ

レ
ポ
ー
ト
の
作
成
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
資
料

を
引
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
佐
藤
准
教
授
は
「
ど

の
手
段
を
用
い
た
か
で
は

な
く
、
自
分
の
使
お
う
と

し
て
い
る
文
献
が
信
頼
に

足
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
見
極
め
る
こ
と
が
大

事
」と
話
す
。「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
こ
れ
だ
け
普
及

し
た
現
在
、『
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
の

が
悪
い
』
と
い
う
の
は
な

い
」。
電
子
書
籍
の
普
及

は
大
学
で
も
み
ら
れ
る
。

現
在
閉
館
中
で
、
今
年
11

月
に
利
用
が
再
開
さ
れ
る

　大学では、多くの授業でレポー
トが課される。高校までにレポー
トを書いたことがない新入生も多
いだろう。どういう形式で書けば
いいのかはなんとなく分かるけれ
ど、何から手をつければいいのか、
どんな本を読めばいいのか、手探
りになってしまうこともしばし
ば。そこで、本学学習支援センター
の佐藤智子准教授に、より効率的
で説得力のあるレポート作成のた
めの方針を聞いた。
　　　　　　　（聞き手は深田歩）

本
学
附
属
図
書
館
北
青
葉

山
分
館
で
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
移
行

に
よ
っ
て
紙
の
蔵
書
数
が

減
る
予
定
。

古
い
資
料
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
は
確
認
で
き

な
い
も
の
も
あ
る
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
は
虚
偽
の
情
報
も
多
い

た
め
、「
信
頼
性
の
高
い

も
の
に
出
会
え
る
確
率
は

図
書
館
の
方
が
高
い
」。

必
要
な
資
料
を
、
資
料
に

適
し
た
手
段
で
探
す
こ
と

が
、
効
率
的
に
レ
ポ
ー
ト

を
作
成
す
る
た
め
の
カ
ギ

に
な
る
。

小
さ
い
サ
イ
ズ
の
調
味
料
。使
用
頻
度
以
外
に
、

場
所
を
取
ら
な
い
と
い
う
利
点
も
あ
る

筆
者
宅
の
洗
濯
機
は
６
キ
ロ

グ
ラ
ム
用
。
３
日
お
き
く
ら

い
の
洗
濯
頻
度
だ

複
数
の
移
動
手
段
が
検
索
で

き
る
の
も
、
ア
プ
リ
の
利
点

の
一
つ
で
あ
る

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
試
し
て

み
る
」（
経
・
２
）
と
い
っ

た
回
答
が
あ
っ
た
。

実際のレポートの執筆画面。文字数や引用文献の
記し方などいろいろな制約がある
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